
　結婚、妊娠・出産、子育てについて切れ目のない支援を充実させるなど総合的な少子化対策を推進するとともに、家庭・地
域・学校が連携・協働した活動を深化させ、未来の宮城を担う子どもたちに対する、福祉・教育分野における更なる支援の
充実や取組の強化を図ります。

子ども・子育てを社会全体で切れ目なく
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政策に対する県民意識調査の結果
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結婚・出産・子育てを応援する環境の整備 やや遅れている

　保育所等の整備や結婚・出産・育児に関する切れ目ない支援や体制づくりが概ね順調に進んだものの、合計特殊
出生率は、全国ワースト２位となったことから、総合的に本施策を「やや遅れている」と評価した。

施策の名称と成果の検証 施策評価の原案
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7

家庭・地域・学校の連携・協働による子どもを支える体制の構築 概ね順調

　貧困や虐待等、子どもの成育環境に左右されない支援体制づくりが概ね順調に進められた。また、地域と学校が
連携・協働のもと一体となって子どもを育む活動が概ね順調に推移してきていることから、総合的に本施策を「概ね
順調」と評価した。

令和６年度
8位／８政策

令和３年度

県民
意識

順位 割合 順位割合 順位 割合 順位 割合
①結婚、妊娠・出産の希望を叶えるための支援 56.9% 1位 55.7% 1位

③子育て支援体制の充実や社会全体の気運醸成 49.2% 3位 54.1% 2位

②子育て家庭のニーズに応じた支援 49.2% 3位 42.4% 3位

⑦家庭・地域・学校の連携・協働の推進 45.2% 5位 39.5% 4位

⑤児童虐待の防止や社会的養育体制の充実 53.1% 2位

④成育環境の整備や教育機会の均等 35.8% 7位 34.0% 5位

⑥子どもの基本的生活習慣の定着や家庭教育支援の充実 43.4% 6位 24.3% 7位

32.3% 6位
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３－１
総合的な少子化対策（結婚、妊娠・出産、子育ての希望を叶
える切れ目ない支援）

３－２
困難な環境にある子どもへの支援

３－３
家庭・地域・学校の連携・協働による地域全体で支える人づ
くり

３－１
・みやぎ結婚支援センター「みやマリ！」におけるAIマッチング
を活用した出会いの機会の創出
・「結婚応援パスポート」の開設
・「男性家事育児参画啓発動画」の制作と県公式YouTube
公開及び各種イベント等での活用による普及啓発
・周産期医療体制の強化
・デジタルを活用した情報発信や支援の充実及び授乳室の
整備促進等による子育てしやすい環境づくりの推進

３－２
・「子ども食堂」の設置数増加に向けた情報共有や支援団体
等のネットワークの強化
・児童相談所の体制強化と相談窓口の周知・啓発
・里親に関する普及啓発や相談対応等支援による里親委託
の推進

３－３
・地域で活動できる人材の育成促進と家庭教育支援体制の
充実
・コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的な推進

やや遅れている

政策目標に対す
る成果の検証

　本政策では、結婚・出産・子育てに関する切れ目のない支援体制づくりは概ね順調に推移しているが、
合計特殊出生率が全国ワースト２位となっている。県民意識においても、本政策の優先すべきと思うテー
マの１位は、「結婚、妊娠・出産の希望を叶えるための支援」となっており、総合的な少子化対策について
更なる取組の推進が必要である。
　家庭・地域・学校が連携・協働した活動については、地域により活動の差は見られるが、地域で活動で
きる人材の育成や資質向上の取組等により、更なる充実が図られるものと考えている。
　子どもの成育環境に左右されない支援体制については、子ども食堂による子どもの居場所の確保や虐
待防止体制の構築が行われており、概ね順調に進んでいる。
　以上のとおり、家庭・地域・学校の連携・協働による子どもを支える体制の構築については、概ね順調で
あるが、結婚、妊娠・出産の希望を叶える支援等については、官民一体となり、強力に推進していく必要
があり、県民意識においても、満足度が低い状況にあることから、政策全体としては「やや遅れている」と
評価した。

課題解決に向けた対応方針

政策課題と対応方針

政策課題

成果の検証を踏まえた評価原案
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